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１．概要（Summary） 
 次世代の超高速・高集積の情報処理デバイスを構築す

る技術として，プラズモニクスが注目されている．プラズモ

ニクスでは金属-誘電体界面を伝搬する表面プラズモン波

を情報伝達の媒体に用いる．本研究では Au 表面を伝搬

する表面プラズモン波の可視化研究を行うにあたり，ナノ

スケールの「段差」構造を有するAu 膜構造の製作を筑波

大学微細加工プラットフォーム（NPF）に依頼した．  
 
２．実験（Experimental） 

NPF のスパッタ蒸着装置，およびマスクレス露光機を

用い，Auベタ膜上に高さ 70nmの正方形型Auパターン

を複数製作した．手順は以下の通りである： 
1．Si ウェハー上への Au のスパッタ蒸着 
2．レジスト塗布 
3．マスクレス露光機によるパターン描画 
4．現像 
5．Au のスパッタ蒸着 
6．リフトオフ 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

製作した試料の写真を Fig.1 に，試料表面の Au 正方

形パターンの一部を拡大した光学顕微像を Fig.2 に示す．

Au 膜は滑らかな表面を有し，かつパターンの段差部分

は凸凹の少ない直線的なエッジを形成しており，当初の

目的を達成した．  
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Fig.1：Sample image 
 

 
Fig.2：Extended image  


